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サッカーの比較民衆史的考察(1)
八　林　秀　一
はじめに
サッカーは,おそらく世界でもっとも普及しているスポーツであろう｡
わが国でもプロの選手が生まれ, Jリーグが誕生して, ｢するスポーツ｣
としてだけでなく, ｢見るスポーツ｣さらに｢話題としてのスポーツ｣と
しても,かなり隆盛の状況にある,といえよう｡しかし,わが国における
よりももっと以前から,サッカーが｢国民的スポーツ｣であった国は,お
隣の韓国をはじめ,世界には多数存在する｡
本稿は,こうした世界でも広く民衆に広まっているサッカーを手がかり
に,ここから人間関係の形成のあり方や余暇の過ごし方といった点を中心
として,民衆のあり方を比較史的に考えてみよう,という一つの試みであ
る｡その意味で,春稿は,余暇とも関連して働かないことを働くこととの
関連で｢青い月曜日｣に即して比較史的に検討した旧稿1)とも,問題関心
は通底している｡筆者は,ドイツの労働者文化との関わりでサッカー文化
について短文を執筆する機会を最近持ったが2),その準備を進める過程で
この短文には盛り込めないいくつかの興味深い論点に突き当たった｡本稿
は,こうした論点を暫定的とはいえ,サッカーの比較民衆史としてまとめ
ようとしたものである｡
最近は,社会史や民衆史の展開に伴って,スポーツについても多くの歴
史的な研究の蓄積が見られる｡わが国における最近のものとして,たとえ
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ば比較的新しい研究を盛り込んだ『近代ヨーロッパの探求』シリーズの第
8巻『スポーツ』3)があるが,そこではなぜか残念なことに,サッカーあ
るいは広くフットボールは主題としては取り上げられていない｡研究動向
については,必要に応じて以下では注記などで触れていくが,社会史ない
し民衆史の視角からのサッカーの歴史的検討は,わが国ではまだ蓄積が浅
いという感を抱いている｡こうした点からも,本稿はひとまず基本的に二
次文献に依拠しつつ,イングランドとドイツのサッカーの歴史的展開を民
衆のあり方とかかわらせて,比較史的に素描することを試みたものである｡
様々な論点については,まだまだ突っ込み不足であろう｡また,筆者はス
ポーツ文化論やスポーツ社会学などについては素人なので,基本的文献の
未消化や,利用した文献の誤読等があるものと思う｡ともあれ,第一歩の
試論ということで,各方面からのご教示を頂きたく思う｡
また,イングランドとドイツの比較に絞ったのは,イングランドは後述
するように近代サッカー発祥の地ということで問題ないであろうが,ドイ
ツについては,正直なところ筆者のこれまでの主たる研究フィールドがド
イツの社会経済史だという点,さらに1974年-1976年のドイツ留学中にブ
ンデス･リーガのゲームをかなり観戦して,それなりにドイツのサッカー
文化については実感的に了解できている点が少なくない点が,比較の対象
に選んだ大きな理由である｡とはいえ,ドイツは有数のサッカー大国であ
るし, ｢母国｣イングランドからサッカーが伝来してどのように民衆に普
及していったのかという点を,イングランドの場合と比較することは十分
に意味があろう｡また,わが国における展開や,その他の地域あるいは国
への展開についても,ここでえられた視野から,さらに探求していくこと
ができると思う｡
1)拙稿, ｢青い月曜日を考える｣, 『専修経済学論集』,第39巻第3号, 2005年;
｢青い月曜日を考える　補遺｣, 『専修経済学論集』,第41巻第3号, 2007年｡
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2)拙稿, ｢サッカー文化-『シャルケ04』の事例から-｣,若尾･井上編,
『ドイツ文化史入門(仮題)』,昭和堂, 2008年(予定),所収｡
3)有賀･池田･小石原･福田･松井･功刀･真田･石井･青沼･山下, 『近代
ヨーロッパの探求⑧　スポーツ』,ミネルヴァ書房, 2002年｡
Ⅰ.イングランドにおけるサッカーの成立と展開
1.民衆フットボール
現在のサッカーやラグビーは, 19世紀中葉のイングランドで始まったと
考えられる｡本稿では,その後イングランドからドイツ-のサッカーの伝
播を考察することで,労働者文化史,ないし生活史の一側面に照射を当て
たいと考えている｡最初に,ひとまず,このイングランドでのサッカーの
成立について,これからの考察のプロトタイプという点で必要な論点を考
察しておこう｡
現在のサッカーやラグビーやアメリカン･フットボールが成立する以前
にも,世界の様々な地域でそして様々な形でフットボールは行われていた｡
イングランドでは｢フットボール｣, ｢キャンプボール｣, ｢ハ-リング｣,
｢ナパン｣などと呼ばれていたもの,そしてフランスでは｢ラ･スル｣あ
るいはベルギーで｢ソレン｣,イタリアでの｢カルテョ｣などがあり,ま
たしばしば日本の｢蹴鞠｣にも言及されている1)｡これらはいずれも,現
在のサッカーやラグビーに直接的には繋がらない｡ここではまず,イング
ランドでのこうした旧来のフットボールについて一瞥しておこう2)｡
イングランドではゴルフや競馬,そしてクリケットが貴族やジェント
リー的性格が強かったのに対して,現在についても当てはまることである
が,フットボールはすぐれて民衆的なスポーツであった3)｡その意味を含
めて,ここでは近代のサッカーやラグビーが成立する以前に行われていた
200
フットボールを, ｢民衆フットボール｣と呼ぼう｡
この｢民衆フットボール｣が史料的に確認できるのは,これがとりわけ
様々に禁止ないし批判の対象となったからであった｡イングランドにおい
て明確にフットボールに言及した最初の記録は, 1314年頃のロンドン市長
ニコラス･ファーンドンNicholas Ferndonの布告で,次のように述べて
いる｡ ｢国王陛下におかせられては,敵を討伐せんがため,スコットラン
ドの諸地域に赴かんとなされており,治安を維持するようわれらに厳命を
下されたり--｡しかも,公共の田野における大規模なるフットボールよ
り生ずる騒動が原因にて,市中に大騒動が起こりおり,それよりあるいは
数々の不祥事の生ぜんやも知れぬ状況に鑑み-そは断じてあるまじきこ
となれど-国王陛下に代りて,以後市内にてかかる競技を行うことを厳
禁し,これに違背する者は獄に投ずるものなり--｣4)｡ここでまず,フ
ットボールを禁止する理由として,治安妨害を招きかねない危険な競技と
いう点があげられていることに注意しておこう｡こうした法令は,その後
もたびたび繰り返されることになる5)｡逆にわれわれは,これらの禁止の
法令類から, ｢民衆フットボール｣がどのように行われていたかを知るこ
とができるわけである｡
こうしたかなり暴力的な性格も含む｢民衆フットボール｣の基本的な特
徴は,ダニングの要約によれば,次のようである｡ ｢--人々はボールを
蹴るだけでなく,ボールを持ち運んだり,投げたり,棒で打ったりする｡
そして,その試合は広々とした田園はもちろん,町の通りのあちこちでも
行われた｡それは,可変的で,公式には限定されていない人数で行われ,
時折1,000人を超える人数が参加した｡両側の間には人数の均等性もなく,
ルールは口述で,中央組織によって基準化されたり,成文化されたり,実
施されたりすることもなく,むしろその土地特有のものであった｡そのよ
うな地方的な変化があったにもかかわらず,この民衆の伝統を背景にした
ゲームは,少なくとも一つの特徴を共有していた｡それは,通例,許容さ
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れた形の肉体的暴力を含む-今ではタブーとされ現代のサッカーやラグ
ビー,およびそれらに相当するゲームで許されると思われるレヴェルより
もかなり高いレヴェルの暴力を含むやり方で通例行われた-遊戯的闘争
であった｣6)｡
とはいえ,この｢民衆フットボール｣は, ｢一方の極には町や村の街路,
まだ聾の入っていない畑を駆け抜ける全く即興的な遊びがあり,その対極
には祭りにさいして行われる大がかりな試合のように,しばしば儀礼と結
びつき,共同体の生活パターンを構成する一要素として制度化されるまで
に組織の整ったものがあった｣7),というように,大きく二つのタイプに
分けることができるだろう8)｡この後者の,年の決まった祭に際して行わ
れるフットボール,なかでもとくに徒弟たちの休日として知られていた告
解火曜日Shrove nleSdayのフットボールは,比較的良く知られている｡
｢その年の大きなフットボール試合は告解の火曜日に行われた地域が多い｡
--･遠い昔から,ミドルセックス州とサリー州西部の多くの教区や町では,
住民たちは毎年告解の火曜日には,フットボールという男らしいスポーツ
にその日の大半をあてることがならわしになっていた｡何百という人が
ボールを迫って,それぞれの町や村の空き地だけでなく,いちばんの目抜
きを駆けるのである｡その並びの店舗や家屋は戸を閉ざし,窓は壊されな
いように格子でさえぎられた｣9)｡またマグーンは,時系列的に史料を追
った記述の最後に, ｢断食と改俊の前には羽目をはずして-告解火曜日
のフットボール｣とタイトルを付けてこの告解火曜日に一つの独立の章を
割いている10)｡ユリアス/ダニングが述べるように, ｢一年のうちの何日
かに,特に聖人記念日や祝祭日に設定された地元の集団同士の半ば制度化
された戦いは,中世社会における伝統的な生活様式の正常な要素であった｡
フットボールを使った遊びは,そのような戦いを準備する方法の一つであ
った｡実際,それはこのような伝統的な社会の正常な年中行事の一つであ
った｡ ･--当時のフットボールや他の単純な対戦は単に偶発的な喧嘩では
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なかった｡それらは社会の基本構造に深く織り込まれたバランスの取れた
種類の余暇活動を構成していた｣11)と考えられる｡
他方で,前者のより日常的なタイプについては,あまり多くのことは分
からないが,後の民衆へのフットボールの普及を考えていく上では劣らず
重要と思われる｡たとえばマーカムソンは, ｢かつて『一般祈祷書』が読
みあげられていた頃,人びとは教会を出てフットボールをして遊び,それ
から酒場にところを移し,そこに酔いほうけるまでいつづけるのが常であ
った｡そして首を吊られるはめになることなどいっこうに意に介さなかっ
た｣12)という17世紀中葉の史料を引用している｡つまり,特定の祝日だけ
でなく,安息日に一般的にフットボールが行われていた,と考えられる｡
この場合には, ｢公共の秩序を脅かす｣という治安上の理由よりも安息日
の侵害という宗教的理由からの批判が中心となっていると思われ,この関
連からの多くの史料が残されている13)｡安息日のフットボールが安息日の
侵害であるとするこうした非難にとっては皮肉なことに,かえって大量の
生命の損失を未然に防止する結果となった1772年の事例について,マグー
ンは,次のように引用している｡ ｢イースト･ルーから伝えられるところ
では,一週間前の日曜日のこと,恒例の礼拝の時間に,隣村に猛烈な嵐が
吹き起こり,教会堂の尖塔の相当部分が吹き飛ばされた｡教区民らが会堂
内にいたら,大被害を蒙ったところであるが,彼らはたまたま幸運にもフ
ットボールの試合をしており,恐らくはそのために彼らの命は助かったの
である｣14).ともあれ,逆に言うならば,フットボールはしばしば安息日
に行われていたわけだ｡
また,サミュエル･ピーブスが『日記』に書きとめている例では, 1665
年1月3日に｢起床｡馬車でサー･フィリップ･ウオリックのところへ｡
通りはフットボールでいっぱい｡たいへんな凍てつきなのだ｣とある15)｡
この日は告解火曜日ではないし,また日曜日でもない｡凍てついて通りに
馬車が通らなくなるからフットボールができるようになる,ということで,
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後述するプレーのためのスペースの問題も含めて,都市でも安息日以外に
もフットボールが行われていたことが分かる｡午前中のことと思われるが,
仕事はどうしていたかは不明である｡ともあれ, ｢どのような形態で行わ
れたにしろ,また組織されていたか偶発的なものであったかを問わず,フ
ットボールが極めてありふれており,広く普及した娯楽であったことはは
っきりしている｣16)｡こうして, ｢17世紀末あるいは18世紀初までには,即
席のものであれ儀式化されたものであれ,フットボールは民衆の文化生活
の一つの顕著な側面｣17)となっていたのである｡
｢民衆フットボール｣は,闘鶏やボクシングなどの他の多くの伝統的な
民衆娯楽もそうであったのだが, 18世紀中頃から衰退ないし｢文化的周縁
化｣ (ダニング)の過程をたどり,この過程は19世紀に入ると加速してい
くことになる18)｡先に, ｢民衆フットボール｣に対する批判の論拠として,
治安上の理由および宗教的な理由を挙げておいた｡とくに1790年代以降に
は福音主義によって,安息日遵守,したがってまた娯楽の厳しい規制が厳
格に要求された｡マーカムソンはこれを｢福音主義の衝撃｣と呼んでい
る19)｡他方で,こうした伝統的スポーツの衰退と規制については,福音主
義や企業家の上からの圧力だけでなく,例えば1840年代末のダービーにお
いて告解火曜日のフットボールを禁止せよとの声に熟練労働者層が和して
いた点にも見られるように,いわば｢下からの｣変化としてこうした規制
に同調していく｢大衆の晴好における漸次的なシフトが,文字が読めて高
度の熟練を有する労働者層にも存在していた事実｣20)にも注意すべきであ
ろう｡
｢民衆フットボール｣の衰退に関連して,ここでは,この時期に進行し
た社会経済的変化のうちで興味深い点についてみておこう｡その一つは囲
い込みに関してである｡たとえば,マーカムソンは,ある謄本保有農が彼
の囲い込み地に教区民が勝手に侵入して競技をし,そのために彼のオート
麦が被害を受けたとして四季裁判所に告発した,エセックスのグレート･
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ティーでの1728年の事例を挙げている｡この告発に対する被告人たちの主
張の中心は,以下のようであった｡ ｢当該地は村人共同の遊び場であり,
人の記憶にあるかぎりいつからとも知れずそういうものとして利用されて
きました｡ --ティーや周辺教区の若者たちは,ときにここでフットボー
ルを行うならいとなっていますし,とくにティーのフェア開催日である三
位一体の主日後の火曜日にはかならずそうしてきました｡ここ70年ほどそ
うであったことは古老が証言するところであります---｣21)｡このように,
イングランドにおいて産業革命期に進展した囲い込みによって,フット
ボールを行う場が失われていったわけである22)｡この囲い込みの進展に対
して,たとえば1765年8月のある新聞記事によれば, ｢この州[-ノーサ
ンプトン]のウェスト･ハツドンからの知らせによると,過ぐる木曜,金
曜の両日,フットボールの試合を行うために集まった非常に多くの人たち
がただちに暴徒と化し,その野の囲い込みのために打ち込まれた柵を引き
抜き焼き払ったとのことである｡かなりの被害がほかにも及んだもよう｣
とあり,これを引用したマーカムソンは, ｢フットボール試合は,何かに
不満をもつ土地の人びとが大挙して集まるうえで都合がよく,ときにはき
わめて効果的な口実となったようだ｡そしてフットボールがかなりの群衆
を集める原因として,よく知られ,詑められ,そして比較的ありふれてい
たからこそ,こうした役割,すなわち,反抗的な意図をたくみに隠蔽する
隠れ蓑としての役割を果たすことが可能であっただろう｣と述べている23)｡
たしかにフットボールは,その動員力ゆえに囲い込みに村する｢社会的抗
議｣の手段となりえたのだが,しかし単にそれに終わるものであったので
はなく,囲い込みは,フットボールにとってはまさにそれを行う場の消失
を意味していた,という連関をここでは強調しておこう｡
｢民衆フットボール｣の衰退との関連で,もう一つの興味深い事実は,
これまたフットボールを行う場の消失と関わるのだが,公道をめぐってい
た｡なるほど以前から,たとえば1608年にマンチェスターの領主裁判所か
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ら出された命令に, ｢わが町マンチェスターでは,これまで著しく治安が
素乱されてきた｡また住民は,はなはだしい被害をこうむり,この町の路
上で行われるフットボールの競技をよいことに,多くの人びとの家の窓を
ほしいいままに打ち破るなどの放樽をはたらく心ない乱暴な一群の徒輩に
よって毎年壊され,だいなしにされる窓ガラスをつくりかえ,修繕する出
費を強いられてきた｡かくのごときにかんがみ,当陪審は,以後なんぴと
たりとも,当マンチェスター内のいかなる街路においても,フットボール
を用い戯れざるべきことを命ずるものである---｣24)とあるように,公道
でのフットボールはしばしば非難･禁止の対象となってきた｡とはいえ一
般的には,都市化が進展する以前には,公道は民衆によって｢れっきとし
た遊び場｣とみなされてきた｡ところが,都市化のペースが加速するにつ
れ,こうした民衆の見解と公序良俗ならびに私的所有に関する関心との衝
突が歴然となってくる｡ 1818年にハルの新聞は,街路でフットボールを行
ったかどで罰金を科せられたばかりの男について報道し, ｢スカルコ-ツ
の警察は,その教区の住民の迷惑となるような街路でのいかなる競技も,
なんぴとにも行わせてほならないとする厳しい命令を受けた｡この種の競
技は近年たいへんさかんになり,公共に対して大きな迷惑と身体への危険
を与えている｣と指摘した｡ 1835年の公道法は,その規定の中ではっきり
とフットボールに言及し, ｢公道のいかなる部分においても,フットボー
ルやその他のなんらかのゲーム｣を行って｢通行に支障を与えた｣場合に
対して, 40シリング以下の罰金を規定した｡これは,それ以後の訴追に対
して確実な根拠を与えることとなった25)｡とはいえ,逆にこうした規制の
強化と並行して,支配層の側で町の外のオープン･スペースを民衆のフッ
トボールのために提供するという事例も見られ,しかもこれは｢中期ヴィ
クトリア時代においてかなり一般的に行われ｣26)ることとなる点にも,注
意しておきたい｡
マグーンによれば,フットボールは｢著しい連続性を保ってきた社会硯
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象｣であって, 19世紀に入っても,たとえば1822年の『ジェントルマン
ズ･マガジン』誌の記事中には, ｢フットボールは今や,とくに日曜日の
午後には一番よく行われるスポーツである｣とあり,また1827年のある書
簡のなかでは, ｢少年の頃イングランド西部では,礼拝日の日曜日に朝に
行われるフットボールが通常のことであった｣と述べられている27)｡さら
にマーカムソンは, ｢ばかげたことに『フットボール競技』と呼ばれてい
るあの粗野で嫌悪すべき見世物ほど,わたしたちの町の尊厳を損なうもの
を知らない--この野蛮な時代の遺物,と呼ぶのもこれよりふさわしい呼
び名がないからだが,これは,いまやダービーの住民を特徴付ける知性と
進歩の精神とまったくあいいれない｣とのダービーのある住民の1844年の
報告を引用している28)｡この報告は, ｢野蛮な時代の遺物｣との指摘に見
られるように, ｢知性と進歩｣の新時代にあるとの意識の上でのフット
ボール批判であるが,こうした批判が1844年でもなお存続し続けたこと自
体が, ｢民衆フットボール｣の強固な存続をも示している,と言っていい
だろう｡
以上のように, 19世紀にはいってもフットボールが民衆の中に深く入り
込んでいた点は,後に述べるように,近代サッカーがパブリック･スクー
ルにおいて成立した後に,再び急速に民衆にも拡大していく基盤をなして
いたと思われるのである｡
1)たとえば,日本サッカー協会･日本サッカーライターズ協議会編, 『最新サッ
カー百科大事典』,大修館書店, 2002年,第2部｢サッカーの歴史｣,さらにEisen-
berg, C.〟.Landfranchirr.Masoll/A.Wahl, FIFA 1904-ゼ004. 100 Jahre WeltfuJgball ,
GGttingen2004, S.12ff.を参照｡なお,同書の日本語版『フットボールの歴史　FIFA
創立100周年記念出版』,講談社, 2004年では,写真は収録されているが,当該の
本文の部分は省略されている｡
2)イングランドの｢民衆フットボール｣については,基本的な文献は,翻訳もあ
って,現在日本語で読むことができる｡ Magoun, Jr., Francis Peabody, History of
Football from the Beginnings to 1871, Kbln, 1938,マグーン, Jr., F.P.,忍足欣Eg
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郎訳, 『フットボールの社会史』,岩波新書, 1982年; Malcomson, RobertW.,Popu-
Lar Recreations in E/nglish Society 170011850, Cambridge, 1973,マーカムソン,
ロバート･Wリ　川島･沢辺･中房･松井訳, 『英国社会の民衆娯楽』,平凡社, 1993
年; Elias, Norbert/ Eric Dunning, Quest for Excitement : Sport and Leisure irt/
the Civilizi7%gProcess, oxford, 1986,ユリアス,ノルベルト/エリック･ダニン
グ,大平章訳, 『スポーツと文明化　興奮の探求』,法政大学出版局, 1995年,と
くに第五章｢中世と近代初期のイギリスにおける民衆のフットボール｣ ;Dunnhg,
Eric, Sport Mauers : Sociological Studies of Sport, 1乃ole7tCe a7%d Civilisalion ,
ダニング,エリック,大平章訳, 『問題としてのスポーツーサッカー･暴力･文明
化』,法政大学出版局, 2004年,とくに第4章｢世界的なゲームとしてのサッカー
の発展｣｡そのほかにここではイギリスの文献としてWalvin, James, The People's
Game. The Histo77/ OfFootball Revisited , Edinburghand London, 1994 (Updated
2000),邦語文献として村岡健次, ｢サッカーとラグビー-フットボールの発達
史｣,川北稔編, 『｢非労働時間｣の生活史　英国風ライフスタイルの誕生』,リブ
ロポート, 1987年,所収,山本浩, 『フットボールの文化史』,ちくま新書, 1998
年,日本サッカー協会･日本サッカーライターズ協議会編,前掲書,第2部｢サ
ッカーの歴史｣, 2-1 ｢サッカーの誕生と競技規則の変遷｣, (浅見俊雄稿)のみ
を挙げておこう｡
3)マグーン,前掲邦訳, ixページ,村岡前掲論文, 128ページ｡
4)マグーン,前掲邦訳, 6ページ以下｡以下,マグーンの邦訳書では, football
が競技をさす場合は｢蹴球｣と訳してあるが,本稿では他の引用等との関連で
｢フットボール｣に変更してある｡
5)ダニングは, ｢民衆フットボール｣を禁止するために国家･地方当局が発した
法令の選択リスト(全部で33)を作成している｡ダニング,前掲邦訳, 148ページ｡
なお,ピューリタンに対して批判的であって,布告｢スポーツの書｣ (1618年)に
見られるように民衆の娯楽に対して寛容であったとされるジェームズ1世も,忠
子ヘンリーの教育においては｢フットボールのようなラフで暴力的な運動はすべ
て｣宮廷では禁止した｡ Walvin, op.cit., p.22.ジェームズ1世のスポーツに対する
態度については,さしあたり川島昭夫, ｢暦のなかの娯楽｣,川北稔編,前掲『非
労働時間』,所収, 7ページ以下を参照｡
6)ダニング,前掲邦訳, 88-9ページ｡
7)マーカムソン,前掲邦訳, 80ページ｡
8)この二つのタイプについて,ウオルヴインは, ｢即席のもの｣と｢儀式化され
たもの｣と呼んでいる｡ Walvin, ()p.cit., p.25.
9)マーカムソン,前掲邦訳, 83ページ｡
10)マグーン,前掲邦訳,第8章｢断食と改懐の前には羽目をはずして-告解火
曜口のフットボール｣
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ll)ユリアス/ダニング,前掲邦訳, 260ページ｡
12)マーカムソン,前掲邦訳, 34ページ｡
13) walvin, op.cit., pp.20 ff.
14)マグーン,前掲邦訳, 110ページ｡
15) Latham, R.C./W. Matthews (ed.), The Diary of Samuel Pepys, Volume 6, Lon-
don 1972,臼田昭訳, 『サミュエル･ピーブスの日記　第六巻1665年』,国文
社, 1990年, 17ページ｡
16)マーカムソン,前掲邦訳, 88ページ｡
17) walvin, op.cit., p.25.
18)ダニング,前掲邦訳, 160ページ以下,マーカムソン,前掲邦訳, 192ページ以
下｡さらにWalvin, op.cit., pp.27 ff.
19)マーカムソン,前掲邦訳, 221ページ以下｡ ｢福音主義はおそらく, 19世紀社会
に深く根を下ろすことになった,規律ある日曜日を尊重する態度を背景にして,
それを推進した主要な勢力であっただろう｡安息日に娯楽を行うことは絶対に認
められるものではなかった｡それはもっともひどい湧聖であると広くみなされて
いた｣,同邦訳, 220ページ｡
20) Holt, Richard, Sport and the British. A Modern History, 0Ⅹford, 1989, pp.42-
43.
21)マーカムソン,前掲邦訳, 232-33ページ｡
22)この時期の囲い込みはいわゆる第二次エンクロウジャーであるが,基本的にい
えば,問い込み法令件数からいってもまたその関係面積からいっても, 18世紀の
後半から19世紀の前半にかけての囲い込みが圧倒的に多い｡つまり,産業革命の
開始時期から急速に進行し始め,産業革命が大体終わったとみなされる19世紀前
半には峠を越す｡また囲い込みがもっとも進展した時期は,開放耕地については
1761年-1801年であるのに対し,荒蕪地のみの場合は, 1802年-1844年とややあ
との時期である｡椎名重明, 『イギリス産業革命期の農業構造』,御茶ノ水書房, 1962
年, 1041)5ページ｡
23)マーカムソン,前掲邦訳, 90-91ページ｡さらに,ウオルヴインは, 1768年リ
ンカーンシヤーのホランド･フェンで,囲い込みが一月の間に3回もの政治的な
｢フットボール｣の試合を引き起こしたことに言及している｡ Walvin,op.cit.,p.27.
24)マーカムソン,前掲邦訳, 280ページ｡
25)同邦訳, 284ページ｡公道法の意義についてはさらに, Holt,op.cit.,p.38.
26) Ibid., p.40.
27)マグーン,前掲邦訳, 118-20ページ｡
28)マーカムソン,前掲邦訳, 335ページ｡
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2.パブリック･スクールにおけるフットボールの展開とFAの成立
現在のサッカーの成立を歴史的に考察する場合,とくに先の｢民衆フッ
トボール｣との相違が重要となる｡この点を,スポーツにおける｢文明
化｣1)と関連させてダニングは,次のように6点に整理している｡ (1)ルー
ルを書き留めること, (2)競技場の大きさや形をより明確にし,限定する
こと, (3)試合の継続時間により厳しい制限を加えること, (4)試合に参加
するものの数を減らすこと, (5)競い合うチームの規模を均等にすること,
(6)正当に行使される肉体的暴力により厳しい制限を課すること,の6点
である2)｡以上が成立するためには,フットボールの行われる場所の確保
や地域を越えた共通のルールの設定が必要となる3)｡これは, 19世紀のイ
ングランドで,パブリック･スクールにおいて行われることになった｡そ
のポイントを以下で見ておこう｡
19世紀に入って, ｢民衆フットボール｣が,すでに見たように様々な点
で規制を受けて衰退の過程にあった中で,同じようなラフなフットボール
は,当時のパブリック･スクールでも行われていた｡つまり,そのルール
は固定したものではなく,パブリック･スクールごとに,行われる場所や
口承に依存してバラバラなままであった4)｡そしてラフな点で,当時のパ
ブリック･スクールの指導者たちの非難を浴びるものであった｡たとえば
1798年～1836年にシュルーズベリー校校長であったサミュエル･バトラー
samuel Butlerは,フットボールは｢肉屋の子供にだけ適している｡ --
若いジェントルマンよりも,農場の子供と労働者のほうに適しているの
だ｣と述べていた5)｡メイソンによれば,しかし民衆フットボールとその
パブリック･スクール･ヴァージョンとは次のような三つの点で相違して
いた｡つまり後者では,第一に,シーズンが決まっていてシーズン中は週
に1-2回行われ,第二に,民衆ではなく,土地貴族や裕福なミドルクラ
スの子弟が行い,第三に,ゲームの発展は, ｢ブリーフェクト-77ギン
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グ制度the prefect-fagging system [上級監督生徒-下級雑用係制度]｣と
結びついていた6)｡そして重要なことは, 19世紀前半にパブリック･ス
クール改革が進行したときに,同時にこの三つの点と絡んで,パブリッ
ク･スクール･ヴァージョンのフットボールの改革,つまり現在に繋がる
サッカーとラグビーの成立も進展した点である7)｡
18世紀から19世紀の30年代にかけて,イングランドのパブリック･ス
クールでは生徒の自治は暴走を繰り返し,生徒の反乱は各校で絶えなかっ
た｡また, ｢教師は生徒をむち打ち,年長の生徒は年少の生徒をむち打ち｣,
｢暴力と苦痛は,少年たちの間で当然とされていただけでなく,規律化の
手段と考えられていた｣8)のである｡こうした状況に対してパブリック･
スクール改革が行われることになるが,その先鞭をつけたのが,ラグビー
校の校長トーマス･アーノルドThomas Arnold (1828-42年に在任)だと
いわれる｡ここではこのパブリック･スクール改革に深くは立ち入らない
が9),彼の｢クリスチャン･ジェントルマン｣の理念のもとに改革された
パブリック･スクールを通じて｢貴族と中流階級の融合｣10)がもたらされ
た点と並んで,彼の改革のポイントの一つが上級生の事実上の独立を意味
していた｢ブリーフェクト-77ギング制度｣を活用した生徒自治の積極
的活用にあった点を,この改革と並行して起こったフットボールの改革と
関連でとくに注意しておこう11)｡また,必ずしも彼自身が主唱者とは言え
ないが,彼の改革がイングランドに広まっていく中でチーム･スポーツが
積極的に位置づけられ, ｢アスレティシズム｣と呼ばれる独特な教育イデ
オロギーが打ち出されていった点にも止目しておきたい12)｡このイデオロ
ギーによれば, ｢少年たちはスポーツを通じてどんな書物も与えることが
できない徳を獲得する｡つまり,スポーツを通じて単に勇敢や忍耐だけで
なくそれ以上に強さ,自制心,フェアネス,名誉,相手の勝利をうらやま
ずに称賛すること, -･-を獲得するのである｣13)｡また, ｢ブリーフェクト
-77ギング制度｣を活用して, ｢こうした資質は,ゲームに介入しよう
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としなかった教師たちによって直接的に創り出されたのではなく,ゲーム
を管轄していた上級生たちによって間接的に創り出されていった｣14)点に
注意しておこう｡このイデオロギーはグラマー･スクールなどの他の中等
教育を担う学校や大学にも広がり, ｢アスレティシズムの文化は,エリー
ト教育の仝システムを着実に支配するようになった｣15)｡そしてここに見
られるチーム･ゲームに対する高い評価は, ｢ゲーム崇拝｣と呼ばれるほ
どに至るのである｡
このパブリック･スクール改革当時のパブリック･スクールの状況を,
ラグビー校に即してフィクションとはいえ生き生きと描き出しているのが,
トーマス･ヒューズThomas Hughesの『トム･ブラウンの学校生活』
(1857年初版)16)である｡この広く読まれた書において,主人公のトム･ブ
ラウンがラグビー校に到着した初日が,ラグビー校で校長寮生徒対その他
全校生のフットボール試合が行われる土曜日で,その第五章のタイトルが
｢ラグビー校とフットボール｣であるのは,フットボールが当時のパブリ
ック･スクールにおいて占めていた位置を象徴的に示すものとして特徴的
である｡そこでの-シーンは次のようである｡
主人公のトムは｢--･僕はフットボールが大好きでね｡これまでしょっ
ちゅうやって来たのだよ｡ブルック[-校長寮チームの主将]は僕にもさ
せてくれないかな｡｣ときくが,最初の友達イーストは｢駄目だよ,｣と言
って, ｢だって君はルールを知らないじゃないか｡ルールを覚えるのに一
ケ月はかかるよ｡それに試合で矢面に立つのは全く冗談じゃないからね｡
君らの私立学校でやるゲームとはわけが違うのだ｡何しろこの学期になっ
て,鎖骨を折ったのが二人,びっこになったのが十何人もいるんだからね｡
去年は一人,脚を折ったっけ｡｣と答えている17)｡
この小説は,作者のトーマス･ヒューズが自身の体験を基に書いている
のだが,彼がラグビー校に在籍していたのは1834-42年の8年間でアーノ
ルドが校長時代のことであり18),この小説の中で校長が独自に高く位置づ
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けられているとともに19),以上のシーンからだけでも,この当時のラグ
ビー校でのフットボールが,他の学校とも異なった独自のルールを持つか
なりラフなスポーツであることが分かる｡この小説のフットボールに関わ
る記述全体からは,このフットボールは現在のラグビーにより似ていると
も言えるが,人数が50人対120人であるし,ゴールキーパーもいる｡
現存する最初のフットボールの成文化されたルールは, 1845年ラグビー
校のものである｡すでに述べたように,パブリック･スクール改革の中で,
｢ブリーフェクトエフアギング制度｣が下級生いじめから意味転換されて
生徒自治の基盤として活用されていくこととなる｡ 『トム･ブラウンの学
校生活』においても,この制度は生き生きと描かれている｡こうして生徒
自治が意味転換して拡充されていく中で,生徒たちが｢朝兄の式(levee)｣
と呼んだ非公式の集会の制度が成長していくが,フットボールの歴史との
関連で重要なのは,この｢1845年の成文化されたルールを生み出したのは,
『第六学級の朝兄の式』 (上級生の集会)であり,その最初の部分が,フッ
トボールとの係わりで上級監督生徒の管理義務を強化し,合法化すること
と関連していた｣20)点である｡その際に彼らの｢目的のなかで重要であっ
たのは,ゲームにおける肉体的暴力の行使に対してより厳しい制限を課す
ることであった｡これを目的にするために,ルールはハッキングの行使に
制限をつけ,いわゆる『ナヴイ-ズ』の使用をともに禁止しようとした｡
これは鉄の先端がついた-時折,出っ張った鋲のついた-靴で,ラグ
ビー校やその他のパブリック･スクールではゲームの暴力的要素をなして
いた｣21)｡ルールの成文化に伴って,従来のフットボールのラフな性格は
コントロールされていくことになる｡
ラグビー校のフットボールのルールが成文化された2年後の1847年には,
イートン校のフットボールのルールが定められた｡ ｢そのルールは,手の
使用に関して最初に確認された絶対的な禁止を具体化しており,したがっ
てサッカーの萌芽的な形態を認める立法措置だと考えられる｣22)｡このよ
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うに, ｢パブリック･スクールの改革と以前そこで行われていたラフ･フ
ットボールの改革は平行していた｡ 1845年と1862年の間に,主導的な七つ
のパブリック･スクールで行われていたフットボール･ゲームのルールを,
生徒とスタッフたちは書き記した｣23)｡
このようなパブリック･スクール改革と成文化したルールを持つように
なってきたチーム･ゲームとしてのフットボールの新しい位置づけについ
て興味深い照射を与えているのが,王立調査委員会の1864年の『クラレン
ドン委員会報告』である｡そこではまず,パブリック･スクールのゲーム
活動について, ｢①健康と活動力をもたらす肉体訓練が,大陸のgymnastic
exerciseによってではなく, athletic gamesによって与えられている, ②
それらはレクリエーションとして自発的に行われ,少年期で終わることの
ない激しく生命感に溢れた運動の中にレクリエーションを見出す習慣を与
える, ③クリケットやフットボールのフィールドは単なる遊びの場ではな
い,それはいくつものもっとも価値ある社会的資質と男性的な徳(manly
virtue)を形成するのを助け,教室や寄宿舎と同じように,明確で重要
な位置をパブリック･スクール教育の中で占めている･･･-｣24)と述べられ
ている｡ここには,チーム･ゲームとしてのフットボールが(クリケット
と並んで)パブリック･スクールの教育に統合されているのを見出すこと
ができる25)｡ ①のゲームの強調･大陸の体操との対比については,後にド
イツでのサッカーの普及と関連して触れたいが,ここでは,パブリック･
スクールを通じて｢貴族と中流階級の融合｣がもたらされた点26)の裏の面
として,パブリック･スクールとは無縁の｢肉体労働者の息子だけがゲー
ムの経験を要求されないと考えられた｡彼らは初等学校において一般的に
は,そもそも何らかのエクササイズが与えられるとしても,反復的な体操
ドリルで間に合わせねばならなかった｣27)ことを想起しておこう｡また②
では,生徒の自主性の強調から,先の｢ブリーフェクトエフアギング制
度｣の活用が確認できる｡
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さらに,調査の内容に入ると,まずフットボールは生徒の課外活動とし
て行われたので,半pE]休日の設定には週1日から3日までいくつかの種類
があったが,いずれにせよ全校生徒が一緒に半日休暇を保障され,ここか
ら学年･年齢縦割り的なゲーム活動が組織されることとなった28)｡これは
また,先に述べた｢ブリーフェクト-フアギング制度｣が機能する要件で
もあった｡また各校におけるゲーム活動の状況については,とくに運動施
設やグラウンドの広さ･性状の点で各校ごとに様々であったが,不足する
学校では親の寄付金による施設拡充や校長や生徒の費用によってプレー･
グラウンドを借りるなど,拡充整備を志向していた29)｡なお,各校でゲー
ム用グラウンドは1845年から1900年にかけての統計で確認すると,大幅に
増加している30)｡また,このような傾向は,野心的なグラマー･スクール
の校長たちによって真似されて｣31)いき, ｢ゲーム崇拝｣はさらに拡大して
いくこととなった点にも,注意しておこう｡
こうしてパブリック･スクールにおいて,その改革と平行して,各校ご
とにまだそのプレーの様式は様々に異なっていたものの,フットボールの
改革が進展したのである｡つまり, ｢アスレティシズムと身体的なレクリ
エーションは,学校に秩序をもたらすという課題のために用いられ,この
過程で新しいフットボールのゲームとこのゲームに対する新しい態度が登
場し始めた｡この過程の中で,工業化以前的なゲームが,厳格な規律･利
己心の放棄･チームワーク･身体能力を必要とし,個人の強さとスキルと
がいっそう大きなチームの必要によって包含されるような,チーム･ゲー
ムへと次第に変質させられていった｣32)のである｡
イギリスにおいて19世紀の40年代は,鉄道システムが作り上げられてい
った時代でもあった｡これがパブリック･スクールの改革と並行して進展
したフットボールの発展にもたらした結果の一つは,パブリック･スクー
ル間の対抗戦の展開である｡先の『トム･ブラウンの学校生活』において
も,中心に据えられている試合はまだラグビー校内部での校長寮チーム対
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その他生徒チームであった点を想起されたい｡いまや,パブリック･ス
クールの生徒たちは,鉄道で移動して,他のパブリック･スクールの生徒
のチームと対抗戦の形で試合をすることが可能となったのである｡これは,
パブリック･スクールごとに様々に異なるルールの統一化をもたらした一
つの要因であった33)｡
さらに,パブリック･スクールで学びフットボールをプレーした者たち
は大学でもプレーを続けたがった｡特にカレッジがもたらす共同体的性格
と対抗心は,パブリック･スクールで学んだ経験と重なり合うものであっ
た｡しかし, ｢1860年代･70年代以前には, [サッカーとラグビーとの]は
っきりとした区別は確立していなかった｣34)｡こうした中で,大学はフッ
トボールのルールの共通ルール確立に重要な役割を果たすこととなる｡と
はいえ,ルールの統一化はかなり困難なことではあった｡ 1840年代半ば頃
から,とくにケンブリッジ大学で各パブリック･スクールの代表者による
ルール調整の試みがなされたが,状況は次のようであった｡ ｢--･結果は
極度の混乱であった｡というのも,各人が自分のパブリック･スクールで
慣れ親しんでいたルールでプレーしたからである｡私は,イートン校出身
者がラグビー校出身者に,ボールを手で扱った[-ハンドリング]といっ
て怒鳴りかかったことを思い出す｡それだから,各パブリック･スクール
から2名ずつが代表として選ばれ,さらにパブリック･スクール卒業生で
ない『大学』代表者として2名を選出する,という合意がなされた｡
全部で14名だったと思う｡ハロー,イートン,ラグビー,ウインチェス
ター,シュルーズベリーが代表されていた｡ /われわれはホールの後ろの
私の部屋に午後4時に集まった｡長時間の集まりになると思い,私はテー
ブルをきれいにしてペンと紙を用意した｡ --各人が彼の出身校のルール
のコピーを持ってきていたか,ルールをそらんじていた｡新しいルールの
立案というのはゆっくりとしか進まなかった｡ ･--真夜中5分前にわれわ
れは解散したのだった｣35)｡こうした試みが何度か繰り返される中で,ケ
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ンブリッジ大学では後のサッカーにつながるフットボールのルールが次第
に成立していった36)｡
｢1850年代にはケンブリッジ大学でサッカー･タイプのドリブリング･
ゲームが次第に支配的になっていった｡そして,その卒業生たちによって,
こうしたゲーム形式はイングランド中に広められていった｣37)｡例えば1859
年にはエセックスでフォレスト･フットボール･クラブ(以下,フット
ボール･クラブはFCと略称する)が,ハロー校のOBたちによって設立
された｡このクラブは, 1862年に｢フットボール　フォレストFC名誉事
務局長は,来るべきシーズンにケンブリッジ大学のルールに基づいて大会
を開催する準備ができれば幸甚です｣との参加募集広告を出していた｡1858
年にはシェフイールドFCが,シェフイールド･カレジエイト･スクール
のOBによって創設された｡彼らはパブリック･スクールで教育を受けた
教師によってフットボール(おそらくサッカーにつながるキッキング･
ゲーム)を教えられていた38)｡こうして, ｢最初1848年に,そして1860年
代にフォーマルかつインフォーマルな努力からルールの体系が生み出され,
これはかなり広く受け入れられたように思われる｣39)｡
単に近代サッカーが始まる起点としてではなく,以上に述べてきたよう
な流れの一つのポイントとして,有名な1863年の[イングランド]サッ
カー協会the Football Association (以下ではFAと略称する)の設立を捉
えることができる｡その基本的な点は,次のようである｡
まず,これは,イギリスにおける各種スポーツ統括団体の設立がほぼ19
世紀後半(例えば,陸上競技1868年,ラグビー1871年,テニス1877年,水
泳1869年)という,近代スポーツ成立の大きな流れの中に基本的に位置し
ている40)｡この点については,後にサッカーの労働者層-の普及を見てい
くときに,そのいくつかの必要条件の検討と絡めて考察しよう｡
次に, FA設立で近代的なサッカーが即座に成立したわけではない｡設
立に集まったロンドンを中心とする13のクラブはほとんどがサッカーにつ
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ながるドリブリング･ゲームを主張したが,それで一致していたわけでは
なかった｡とくに論争となったのは, ｢向こう腔を蹴ること(ハッキン
グ)｣と｢ボールを持って走ること(キャリーイング)｣であり, 1863年12
月の第6回目の発足の会合で1クラブが撤退したが, ｢ハッキング｣と
｢キャリーイング｣の双方を禁止する方向でようやく見解が統一された41)｡
FAは, ｢基本的にはこれらのクラブの間で相互に同一のルールの下でプ
レーするための協定であった｣｡ 1866年にはシェフイールドFCがロンド
ンに遠征してFAの代表とゲームを行ったが,両者の間にはまだ完全な
ルールの一致が見られたわけではなかった｡最終的に両者の間で妥協がな
ってルールの統一が達成されたのは, 1877年のことである42)｡
第三に,これまでの流れからも明らかであるが,直接的なFA設立に当
たっても,パブリック･スクールの果たした役割が大きかった｡メンバー
の経験を集めてゲームのルールを作り上げようとしたのは,圧倒的にパブ
リック･スクールの人間であった｡また, FAや各地域のサッカー協会を
組織したのも,主として彼らであった｡ ｢これらの社会的に高位の出自の
人々に, FAの設立は由来している｣43)｡さらに,先にフォレストFCとシ
ェフイールドFCについて言及したように, ｢初期のチーム自体の多くが,
いわばパブリック･スクールの飛び地であった｣44)｡後に述べるように,
｢草の根では民衆フットボールが様々な装いで続いており｣, ｢いっそう民
衆的な基盤を持つチームが登場し始めても(あるいはむしろ,民衆フット
ボールの旧来の伝統がFAのドリブリング･ゲームの人々や新しい規則･
規律と接触することでリヴァイヴァルを見たとしても),いくつかのチー
ムは上位の社会的地位という性格を維持していた｣45)｡メイソンが挙げて
いるシェフイールドFCのメンバーないしその父親の職業分布によれば,
多いのは医師,弁護士,製造業主,醸造業主などであって,労働者と見ら
れる職業は見られない｡なお, 1867年の新聞によると,シェフイールドFC
の｢クラブの威信のかなりの部分はメンバーの性格によっている｡ --彼
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らはほとんどもっぱらミドル･クラスであって,クラブのパトロンやサ
ポーターには,近隣の指導的な人々の大部分が含まれている｣ということ
である46)｡もっとも, ｢シェフイールドFCの存在は,自身よりもはるか
に社会的に異質な性格を持つ他のクラブの形成を,刺激し助けることとな
った｣47)点にも,ここで注意しておこう｡
イングランドの各地にも各地域FAが組織され, FAに加盟していった｡
シェフイールド1863年,バーミンガム1875年,スタッフオードシヤー,サ
リー1877年,バークシャー,バッキンガムシヤー,チェシヤー,ランカシ
ャー1878年,ダラム,ノーサンバーランド1879年,クリ-ヴランド,リン
カーンシヤー,ノーフォーク1881年,ロンドン,リヴァプール,シュロツ
プシヤー,ノーサンプトンシヤー,ノッテインガムシヤー,サセックス,
ウオルソール,スカーポロ,イーストライディング1882年,ダービーシ
ヤー,エセックス,ケント,ミドルセックス1883年,ケンブリッジシヤー,
サウスハンプシヤー,ド-セット1884年,そしてサマーセット,サフォー
クには1885年,と1880年代半ばまでには各地域FAが組織され, FAに加
盟した48)｡ FAはもともとはクラブの連合体associationであったが, 1880
年代中葉までには州･地域のFAの連合体となり,併せて一定数の限られ
たクラブがFAの直接的な加盟メンバーであった｡ 1880年代末には, 1,000
ほどのクラブがイングランドに存在したが,そのうち約200ほどだけがFA
に直接加盟であった｡各地域のFAは,各地域のカップ戦を組織し,その
地域でのサッカーの普及に大きな役割を果たした｡中央の統括組織となっ
たFAは,すぐ後で述べるようにFAカップを組織し,やがて,アマチュ
アとプロフェッショナル双方のフットボールの最終的な権威となった49)｡
また,イングランド以外でも, 1873年にスコットランドで, 1876年にウ
ェールズで, 1880年にはアイルランドでそれぞれのFAが形成され50),す
でに1882年にはこれら四つのFAから国際評議員会the International
Boardが設立され,四つの代表チーム間でのホーム･インターナショナル
サッカーの比較民衆史的考察(1)　219
選手権が組織されることとなった51)｡またこの評議員会で,ボールのサイ
ズ,スロー･インのやり方,ゴールの上部はテープでなくクロスバー,と
いった懸案の諸論点が解決され,サッカーをプレーするための一つのルー
ル体系が仝イギリス規模で受け入れられることになった52)｡
FAが,イングランドでサッカーの統括団体としての地歩を固める上で
大きな意味を持ったのは, 1871年のFAカップの創設である｡これは事務
局長the Secretaryのチャールズ･オールコックCharles AIcockのイニシ
ャテイヴによるところが大きく,彼は,彼が学んだハロー校でのトーナメ
ント方式からFAカップの発想を得たとされている｡ 1871年7月に六つの
クラブの代表者が集まってオールコックの｢FAと結合してチャレンジ･
カップが創設されるのが望ましい｡このチャレンジ･カップには, FAに
所属するすべてのクラブが,戦うべく招待されるべきである｣という提案
が認められ,ここにFAカップが創設されることとなった｡この提案に賛
成したクラブのほとんどは,パブリック･スクール卒業生主体のクラブで
あった53)｡
FAカップの最初のゲームは1871/2年に行われ, 50のクラブに参加資
格があったが,参加したのは15チームであった｡そのうち,グラスゴー･
クイーンズパーク･レインジャーズとドニントン･グラマー･スクールの
2チーム以外は, FA設立時と同様にイングランド南部のロンドンとその
近郊のクラブであった｡ 1876年には,参加チームはまだ37にとどまったが,
各州レベルでは各FAの活動の展開と並行して州レベルでのトーナメント
戦が拡大し,これは, FAが当初ロンドンのクラブのために設定したサッ
カーのルールが,とくにイングランド中部･北部へと広まっていく基盤を
形作った｡また1873年には,スコットランドでスコティッシュ･カップも
同じく始まっている54)｡ 1883/84年のFAカップには, 100チームが参加
したが,ここにはすでに,多数のイングランド中部･北部のクラブが入っ
ている55)｡
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イングランドでは(そしてスコットランドでも), 1870年代にサッカー
は目覚しい成長を遂げたが, ｢組織的またイデオロギー的に見て,もっぱ
らパブリック･スクールの枠内にとどまっていた｣｡ 1880年代初までの創
設から11年間は, FAカップで優勝したのは,ワンダラーズやオールド･
イ-トニアンズといったパブリック･スクール卒業生を主体としたイング
ランド南部の｢ジェントルマン･アマチュア｣のチームであった｡しか
し, 1882年のFAカップのファイナルは,オールド･イ-トニアンズが勝
利したものの, ｢イングランドのサッカーの歴史において一つのターニン
グ･ポイントであった｣｡南部のジェントルマンのチームの優位性が,ブ
ラックバーン･ロウヴァ-ズなるランカシャーのチームによって,初めて
挑戦を受けることとなった｡そして｢この年が,アマチュアのチームがFA
カップで優勝した最後の年となった｣56)のである｡
1883年のFAカップでは,同じくランカシャーのブラックバーン･オリ
ンピックがロンドンでオールド･イ-トニアンズを下し,初めてトロフ
ィーを北へ持ち帰った｡オールド･イ-トニアンズは名称からもイートン
校oB主体が明らかだが,さらに中心選手として後のキネア-ド卿Lord
Kinnairdがおり,他方,ブラックバーン･オリンピックには,職布工3名,
紡績工,歯科助手,配管工,綿職工,製鉄所労働者が各1名,という構成
からも分かるように明白に労働者のチームで, ｢社会的コントラストはこ
れ以上には大きくなりえないほどであった｣57)｡
また,このFAカップ決勝戦では,数分毎に最新のスコアが電信でブラ
ックバーンの町に送られ,コットン･ツリー･インで張り出されていた58)｡
そして勝利してブラックバーンに帰ったときは,チームは｢労働者階級の
新しい社会生活のもう一つの現れであるブラスバンドを先頭にした大群衆
によって歓迎された｣のであった59)｡
以上のように, ｢パブリック･スクールの人々によって,無規律の民衆
のゲームから規律のあるレクリエーションへと転換されたフットボール
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は, 19世紀の末までには国中の多数の働く人々によって再び受け入れられ
るようになった｣60)｡以下では,節を改めて,この労働者層へのサッカー
の拡大について立ち入って考えてみよう｡
1)これはユリアスの概念であるが,彼のフットボールと文明化の捉え方について
簡単には, vg. Elias, Norbert, "Der FulSballsport im ProzeB der Zivi1isation",in･.
Lindner, Lolf, Der Sa12: "Der Ban ist γ㍑nd" hat gewisse phiolosophische Tiefe.
Sport, Kultu77 Zivilisation, Berlin, 1983, S.12 ff.
2)ダニング,前掲邦訳, 164-5ページ｡
3)あるスポーツが成立する場合に,ルールは本質的な役割を果たしている｡ルー
ルの変更は,場合によっては戦術等の全面的な変更となる｡したがって,スポー
ツ史では一般的に,統一的なルールの成立とそれを担う中央組織の成立に焦点が
当てられることになる｡この点について,さしあたりユリアス/ダニング,前掲
邦訳, 54ページを参照｡ルールがスポーツにとって本質的である点に関して,い
っそう根源的に｢遊び｣を考察したホンジンガは,次のように述べている:｢遊び
に固有な秩序と緊張という質は,次にわれわれを遊びの規則の考察-と導いてゆ
く｡どんな遊びにも,それ固有の規則がある｡それは,日常生活から離れたこの
一時的な世界のなかで適用され,その中で効力を発揮する種々の取決めである｡
遊びの規則は絶対の拘束力をもち,これを疑ったりすることは許されない｡
規則が犯されるや否や,遊びの世界はたちまち崩れおちてしまう｡遊びは終わる｡
審判の笛が続行をさえぎり, 『日常世界』が一瞬,ふたたび動き始める｡｣ Huizinga,
Johan, Homo L/ude7W, Hamburg 1956,ホイジンガ,高橋英夫訳, 『ホモ･ルーデ
ンス』,中公文庫, 1973年, 37-8ページ｡また, ｢[クラブとか,独自の規定を持
った競技という形での遊びの組織化についての]この種の固定した組織は,二つ
のグループが相対して遊ぶときにもっとも生じやすいことは明白である｡そして
この過程も,世界とともに古い｡ -村は挙げて他村と競い,一校は他校と対抗し,
都市の一区は他区と競争する｡だがそれらのなかでも大きなボール競技は,永続
的なチームによる訓練された試合を要求することになる｡ここにいたって登場す
るのが現代スポーツである.｣とルール統一化･組織化の過程について述べている｡
同訳書, 398ページ｡
4) walvin,op.Gil.,p.33.各校でフットボ-ルが具体的にどのように行われていたか
については, ibid., pp.35　ff.,さらにマグーン,前掲邦訳, 138ページ以下を参照｡
5) walvin, op.cit., p.30.
6 ) Mason, Tony, Association Football and E77glish Society 1868-1915, Brighton,
1980,p.ll. ｢ブリーフェクト-プアギング制度｣とフットボールの関係については,
2 
「プリーフェクトたる上級生がファグの下級生にその主従関係の権威を誇示し，確
認させるチャンスの意味合いを持っていた」。村岡健次， rアスレティシズム』と
ジェントルマン一一19 世紀のパブリック・スクールにおける集団スポーツについ
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3.労働者層へのサッカーの拡大
以上のように,たとえばウオルヴインは, 1882年を｢イングランドのサ
ッカーの歴史において一つのターニング･ポイント｣と捉えている｡これ
はFAカップについてみると,それまでカップで支配的であった南部の
｢ジェントルマン･アマチュア｣のチームに対し,この年には決勝にラン
カシャーの｢紛れもなく労働者のチーム｣が登場し,翌年には同じくラン
カシャーの別のチームが初めて優勝してトロフィーを北部へ持ち帰ったと
いうこと,そしてこれ以降1883年から1913年まで, FAカップで優勝した
のは21回が北部のチーム,そして11回がミッドランドのチームであっ
て, 1901年の1回だけ南部のトッテナム･ホットスパーズ1),と優勝チー
ムの地域,そしてメンバーの階層の移動に明瞭に見て取れる｡しかし,
｢ターニング･ポイント｣とは,このFAカップ決勝戦に見られるだけで
はない｡これはいわば象徴的な出来事であって,背後には労働者層へのサ
ッカーの目覚しい普及が進行していた｡
この点を,内容的な検討は以下で行うとして,まずクラブの数,さらに
若干の場合はプレーヤー数で確認しておくと,次のようである｡クラブの
数は,とくに1870年代末からミッドランドと北部で急速に増加していった｡
加盟クラブ総数は, FAでは1867年10, 1871年50, 1888年には1,000を超
え, 1905年までには10,000を超えた｡ランカシャーFAは, 1878年の創設
時に30, 1882年62, 1886年には140のクラブが加盟していた｡バーミンガ
ムFAには, 1882年に52クラブが加盟していた｡シェフイールドFAに
は, 1873年には37クラブが規則的に試合を行っており, 70年代末には40の
クラブで5,000人のプレーヤーが加盟していた｡ノッテインガムシヤーFA
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には1885年に36クラブの1,630人のプレーヤーが登録しており,シーズン
には各土曜日午後に,合計で50ゲーム開催されていた｡これらの新しく増
加したプレーヤーの多数は｢何らかの種類の働く人々working people of
one sort or another｣であったと考えられ,そして｢これらチームの大半
が,労働階級に起源を持ち,働く人々によって働く人々のために運営され
たのではない,とすべき大きな理由は何ら存在しない｣と,メイソンは慎
重に述べている2)｡
次に,観客数の推移について見てみよう｡メイソンが集めて整理した1875
年から1885年までの観客数推計によると,大英帝国全体で, 10,000人以上
の観客を集めたゲームの数は,次のようであった[表1]｡ 1875-79年の
時期では一つを除いてその他すべてがグラスゴーで記録されている｡その
うち一つは1878年のスコットランド対イングランド戦で20,000人の観衆を
集めた｡ 1880年代になると,大観衆を集めるゲーム数は飛躍的に増加した
が,とりわけランカシャーとバーミンガムが多くの大観衆を集めていた3)｡
さらに,スタジアムの収容キャパシティーの問題があり,普及の度合い
を計る指標としては過小評価となるときがある(1880年代末から押しかけ
る観客数がキャパシティーを超え始める)が, FAカップ･ファイナルの
入場者数の推移を見ると, 1872年2,000人, 1884年に10,000人を超え, 1888
表1　大英帝国で観客数が10,000人以上であったゲーム数1875, 1878-85年
年ゲーム数 僖??ｸ8?B?
18752 18783 ャ2   
188210 
18837 
18791 ャC   
18803 ャS2   
出所: Mason, Tony, Associatio77 Football and English Society 1863-1915,
Brighton, 1980, p.139, TABLE 5.1.
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年17,000人, 1891年27,000人, 1893年45,000人, 1895年(これ以降はロン
ドンのクリスタル･パレス競技場で行われた) 45,000人, 1897年には初め
て5万人の大台を超えて66,000人, 1900年69,000人, 1901年110,000人, 1913
年120,000人であった｡またFAカップの試合で観客数が10,000人を超え
たのは, 1875年には2ゲームだけであったのが, 1885年には13ゲームに上
っていた4)｡ここでも, 1880年代の飛躍的増加は明白である｡
また,後述するが, 1888/89年にスタートした[イングランド]サッ
カ- ･リーグthe Football Leagueの観客数の推移は,次のようであった
[表2]｡状況はかなり異なるとはいえ,参考のための目安として, 2006年
度のJリーグの1ゲーム当り観客数平均を挙げておくと, Jlリーグが
18,292人, J2リーグが6,406人であった5)｡
要するにクラブ数･プレーヤー数で見ても,観客数で見ても,したがっ
て｢するスポーツ｣としても｢見るスポーツ｣としても,さらにまたおそ
らく｢話題としてのスポーツ｣としても,民衆とくに労働者層へのサッ
カーの拡大が明瞭に推察できる｡この点をホブズボウムは,サッカーが
｢大衆的なプロレタリアの儀式a mass proletarian cult｣として採用された
と述べている｡つまり,サッカーは1870年代と1880年代中期ないし後期の
間に, ｢今日ではなじみ深いすべての制度的･儀礼的特徴を獲得した｡つ
まり,プロフェッショナリズム,リーグ戦, FAカップ-これには毎年
表2　イングランド･サッカー･リーグ観客数の推移1888/89-1913/14
シーズン ??ｸ8?B?濠ﾏ客数 ?5?ｸ8?h.握??B?
1988/89 "602,000 釘ﾃc     
1995/96 b1,900,000 途ﾃ     
1905/06 5,000,000 2ﾃ#       
1908/09 6,000,000 Rﾃ       
1913/14 8,778,000 2ﾃ        
出所: Eisenberg, ≫English sports≪, S.46, Tab.1
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首都でプロレタリアの勝利をデモするための忠実な信者たちの巡礼[先述
のようにFAカップ決勝戦は1895年からロンドンのクリスタル･パレス競
技場で行われ, 1923年からは周知のウェンプレー･スタジアムで行われて
いる]が伴った-,毎土曜日の規則的なゲーム観戦, 『サポーター』と
その文化,通常はある工業都市地域の二チームのライヴァル関係(マンチ
ェスター･シティ一対マンチェスター･ユナイテッド,ノッツ･カウンテ
ィ一対フォレスト,リヴァプール対エヴァ-トン)がそうである｡さらに,
--ラグビーやクリケットのように地域的･局地的なプロレタリア的基盤
しか持っていないスポーツとは異なって,サッカーは局地的レヴェルでも
ネイションのレヴェルでも行われたので,イングランドやスコットランド
では二人の男子労働者が集まれば,その日のゲームのトピックが共通の話
題を提供した｡得点を挙げたプレーヤーは話題の中心になったのであ
る｣6)｡
以下では最初に,この労働者層への拡大を,その活動の基盤となったク
ラブの創設･展開と絡めて考察してみよう｡
まず,すでに見たフォレストFCやシェフイールドFCのように,パブ
リック･スクールのOBたちの活動の場としてのクラブのタイプがあるが,
これらはしばしば排他的なクラブにとどまった｡労働者層への拡大の点で
は,むしろ,地域に呼びかけてクラブを結成したパブリック･スクールの
卒業生の活動が注目される｡たとえば,ランカシャーでもっとも古いクラ
ブであるタ-トンの場合は,ハロー校を卒業して帰ってきた地主の息子が,
村の学校長とともに1872年初頭に,それまでプレーは行われていたのだが,
これを正式にクラブ化することを公開集会で呼びかけた｡ 48人のメンバー
が各1シリングで登録した｡また同じくランカシャーのダーウェンの場合
は,ハロー校に行っていた3人の工場主の息子の活動によって,既存のク
リケット･クラブの上に接ぎ木する形でフットボール･クラブが作られ
た7)｡
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多くのメンバーに労働者層も含むクラブの形成については,以上のよう
な,パブリック･スクール卒業生からの個別的な働きかけによるクラブ形
成の事例はあるものの,労働者層へのサッカー拡大に大きな意味を持った
クラブは,クラブ形成の担い手となった社会的制度を基準にすると,教
会･パブ･職場の三つに類型化できる8)｡
まず第-に,教会起源のクラブについて｡イングランドで最古の二つの
プロのクラブは, 1874年に,教会を起源として形成された｡アストン･ヴ
ィラは,バーミンガムのロウゼルスにあるアストン･ヴィラ･ウェズレ一
派教会で活動する数人の若者によって結成された｡牧師がどこまで関係し
ていたかは不明であるが,この教会のメンバー数名が1872年にクリケッ
ト･クラブを結成しており,フットボール･クラブも教会メンバーが結成
したと思われる｡またランカシャーのボルトンでは,クライスト･チャー
チ教会学校で活動する何人かの教師たちがクラブを設立した｡教区牧師が
会長にもなり,また教師の一人がキャプテンとなった｡メンバーは週あた
り1ペニー払って,公園でプレーした｡このクラブは1877年にボルトン･
ワンダラーズと改名した｡ただし,アストン･ヴィラもボルトン･ワンダ
ラーズも,宗教的な起源から急速に離れていった｡ほかに,初期に教会と
緊密に結びついていたクラブとしては,バーミンガム･シティー,エヴ
アートン,フラム,バーンズレ-などがある｡バーミンガムでは1880年に
344クラブのうち83が,リヴァプールでは1885年に112クラブのうち25が教
会と関連があった｡メイソンは,全体として労働者層にサッカーが広まっ
たこの時期に,教会と関連して形成されたクラブは,規則的にプレーする
クラブの4分の1に上った,と判断している9)｡
教会の側では,クラブに対して,教会のメンバー間の連帯確保,新しい
信者の獲得,メンバーへの身体的レクリエーションの提供といった役割を
期待したが,加えて, 1860年代以降のイングランドでは｢健全なる精神は
健全なる肉体に宿る｣との思想をキリスト教信仰に加味した｢筋肉的キリ
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スト教muscular Christianity｣と呼ばれる思想が教会の若い牧師たちを捉
えて, ｢類廃的な｣都市の労働者層獲得へと向かわせたことも重要であっ
た10)｡しかし,教会と結びついて形成されたクラブの場合でも,こうした
スポーツを行うイニシャテイヴは,牧師からというよりも通常の教会メン
バーから出ているし, ｢筋肉的キリスト教徒｣は牧師の間では多くの人が
想定しているよりもわずかしか見られない,とホルトは判断している11)｡
教会がクラブ形成に当たって重要な役割を果たしていたとしても,労働者
の側でその受容基盤がすでに形成されており,したがってまた先のアスト
ン･ヴィラやボルトン･ワンダラーズの場合のように,クラブの成長に伴
って急速に宗教的起源から離れるということになったのではないであろう
か｡
この時期のイングランドで労働者を中心とするフットボール･クラブ形
成の第二の主要な社会的制度であったのは,パブリック･ハウス(以下,
パブ)12)である｡ 19世紀においてパブは,三つの重要な機能を果たしてい
た｡つまり,鉄道出現以降意義を減じつつあったとはいえ輸送センター,
働く人々が様々な目的をもって集まる社会的センター,そして人々が楽し
めるレクリエーション･センターの三つである｡その意味でパブは,伝統
的にサッカーに限らず様々な民衆娯楽の一つの拠点でもあった13)｡フット
ボール･クラブのメンバーにとって,パブはしばしば｢行きつけ｣の場所
であった14)｡以上に加えてさらにパブがフットボール･クラブ形成に与っ
て意味があったのには,次のような理由があった｡つまりパブは,まず
ゲームの前と後に着替える場を提供できた｡また多くのパブは小牧場や草
地を持っていて,プレーするグラウンド確保が特に重要な問題であった労
働者にとって,そのプレーの場を提供できた｡そして多くのクラブは,パ
ブに本部を置いていた｡こうした事情から,多くのフットボール･クラブ
がパブを中心に形成された｡たとえばバーミンガムのハンズワースにある
グロウヴ･タヴァ-ンは,フットボールがプレーできるフィールドを付属
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して持っていた｡エヴァ-トンは,最初の数シーズンはエヴァ-トン村の
クイーンズ･ヘッドが本部で, 1885年でもパブをグランド付属施設として
使っていた｡ 1892/3年のブリストル地域リーグでは9チーム中8チーム
がパブを着替えの場として使っていた｡全体としてこの時期には,少数派
ではあるがかなりのチームが,パブを起源とする,ないしパブに基盤を持
つチームであった,とメイソンは判断している15)｡
また,パブはクラブの形成に直接関わっていなくとも,サッカーに関わ
る情報のセンターとして重要な役割を果たしていた｡先に, 1883年のFA
カップ決勝戦のブラックバーンでの電信について触れたが,さらに,マン
チェスターのマーケット･ストリートにあるハリー･リストンズ･バーは
｢フットボール･プレーヤーの頼みの綱｣と宣伝しており,マンチェス
ター地域で行われた仝ゲームの結果が毎土曜日の午後に電信で送られてい
た｡ブース･ストリ-トにあるクラウン･インには,結果を掲示するボー
ドがあった16)｡これらは, ｢フットボール･パブ｣と呼ばれていた17)｡
労働者を中心とするフットボール･クラブを形成する第三の重要な社会
的制度であったのは,職場である｡まず,経営者の側が,経営内福祉の一
環として,若い労働者を企業へとひきつけ,彼らにアイデンティティーを
持たせるという目的から,彼らがフットボールを行うためのピッチや更衣
室を準備する,ということがありえた｡しかしこうした事例は1900年以前
はわずかであった,とメイソンは判断している｡しかし職場とフットボー
ル･クラブとの関係を立ち入って考えてみると,経営が創設して援助して
いるクラブ,労働者自身が創設して維持運営しているが経営のサポートが
あるクラブ,労働者のクラブとして始まったが外部の手に移ったクラブ,
労働者が創設しその性格を維持し続けているクラブ,と様々な性格のもの
が考えられる18)｡
まず,比較的早くからサッカーが普及してクラブが形成されていたシェ
フイールドでは,網羅的ではないが1880年代半ばまでに29のチームが確認
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される｡そのうちで鍍･刃物製造のロックウッド･ブラザースは, 1870年
頃からフットボール･チームを持っており, 1882年までにはこのクラブは
140人のメンバーを数えた｡この場合,創始者の孫がシェフイールド･コ
レギエイト･スクールで学び,サッカーに情熱を持ち続けていたことが重
要であった｡また1880年代に,ダービー･ミッドランドのイレブンの大部
分は,ミッドランド鉄道会社に雇用されていたが,この事例の場合に
は, 1891年に同社がプロ･チーム継続のサポートを拒否したときに,この
クラブは挫折した19)｡同様にランカシャー･ヨークシャー鉄道会社の労働
者が1880年に形成したのがニュートン･ヒースFCで,このチームは1902
年にマンチェスター･ユナイテッドと改名した｡
職場起源のプロ･チームでもっとも有名なものに,ア-セナルとウエス
トハム･ユナイテッドがある｡ア-セナルは, 1886年にウールウィッチ･
ア-セナル軍需工場の一群の労働者によって形成された｡彼らは経営側か
らは何らのサポートも受けていなかった｡ア-セナルは1891年まで明確に
プロ化することはなかったが,何人かのフォアマンは優れたフットボー
ル･プレーヤーとして雇用されていた,と広く信じられており,彼らが熟
練労働者の賃金を得ていたことは確実である｡さらに彼らは,プレーのた
めの費用の支払いも受けていた｡しかし分かっている限りでは,クラブは,
メンバーによって連出された労働者の委員会によって運営されていた20)｡
これに対してウエストハム･ユナイテッドの場合は,はるかにテ-ムズ鉄
工所の経営者ヒルズA.F.H山Sの個人経営パターナリズムの産物といえる｡
このクラブは, 1890年代初期の深刻な争議の後の1895年に,平和的な労使
関係維持を目指して企業の被用者のレジャーのニーズに応えるために立ち
上げられたいくつかのサークルの一つであった｡ヒルズは,チームが1900
年に南部リーグに昇格して明確にプロ化した後も,情熱は減じたがサポー
トは続けた｡特定の企業から財政的にサポートを受け,その名を冠してい
る職場チームで,アクティヴなプロ･チームとなったのはほとんどない｡
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しかし,多くの企業が地元のプロやセミ･プロのフットボール･チームと
関係を持っていた｡そして1900年頃までは,低いレヴェルでは,主たる目
的を従業員のレクリエーションに置く形の職場チームは,多くの地域の多
数のフットボール･チームを特徴付けるものであった21)｡
さて次に,これまでの労働者層へのフットボールの拡大についての考察
で,すでにしばしば言及したアマチュアとプロフェッショナルとの関係が,
以上の拡大の過程が進行する中でどのように展開してきたのか,検討して
おこう｡先に見たように, FA設立も,そして初期のクラブの設立にあた
っても,中心的な役割を果たしたのは,パブリック･スクール出身の裕福
な余暇を持つ｢ジェントルマン･アマチュア｣であった｡彼らの大部分は,
プレーすることと働くこととを峻別する,何らかの種類の｢<健全なる精
神は健全なる肉体に宿る>症候群｣22)に囚われていた｡サッカーでは,プ
ロフェッショナリズムの噂は, 1880年代初頭には広まっていた｡もっとも,
クリケットや賞金ファイティングでは,すでに以前からプロフェッショナ
リズムは存在していた23)｡
サッカーにおいては,こうした現象が登場してきた背景として,前述の
観客数の増加があった｡クラブや協会の指導部を占めていたジェントルマ
ンは,余剰となった入場料収入を当初は慈善事業等に寄付していたが,吹
第に収入をフットボール自体,つまりスタジアムや装備にプラウ･バック
し,やがてチームの強化,つまり当初は非合法であったがプレーヤーの賃
金や移籍金にも用いるようになってきた｡プレーヤーもまた, ｢ジェント
ルマン･アマチュア｣でない限り,旅費･ホテル代やサッカーで失われた
時間の賃金の金銭的保証を必要としていた24)｡
プロフェッショナリズムが問題となった最初の段階は,プレーヤーの
｢借り入れ｣ ｢輸入｣で特徴付けられる｡ 1870年代末に各地域で様々なトー
ナメント戦が開催されるようになると,重要な試合のために｢借り入れ｣
｢輸入｣が行われた｡ひっぼりだこの選手が, 1シーズンに複数のチーム
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で登場することも出てきた｡とくに急速にサッカーが拡大していたランカ
シャーでは,スコットランドからのプレーヤー｢輸入｣が盛んであった｡
遠征してきたスコットランド･チームがランカシャーですばらしい戟いぶ
りを示したこともあって,ランカシャーのクラブの才能あるスコットラン
ド人探しはエスカレートし,他方,スコットランド人プレーヤーは,ラン
カシャー工業での職とフットボールでの支払いを期待し,よりよい生活を
求めて｢国境｣を越えて南-とやってきた｡一般的にいえば,当時のプ
レーヤー,つまり｢プロのプレーヤーの第一世代は,大部分が熟練肉体労
働者出自であった｣｡ ｢彼らは実際に,しだいにプロのクラブの世話をする
ようになっていた企業家たちが探し求めていた,ピッチの上での熟練とピ
ッチを離れての[-職場での]熟練の組み合わせを持っていたのであ
る｣25)0
FAレヴェルで,プロフェッショナリズムの問題が全面的に登場したの
は, 1884年1月にプレストン･ノース･エンドのFAカップ戟失格が決定
されたときであった｡北部の著名な36のクラブの分裂への動きや,バーミ
ンガムやシェフイールドなどの地域FAのプロフェッショナリズム合法化
の主張などがあって,結局1885年7月のFA特別総会で,ほぼ次のような
プロの容認･合法化が決定された｡まず,必要な宿泊費･旅費を超える報
酬を受け取るいかなるプレーヤーもアマチュアと呼ばれるべきではない｡
カップ戦のゲーム出場資格条件は,そのプロが所属したいとするクラブの
本部ないしグラウンドから6マイル以内で誕生したか過去2年間そこに居
住していることである｡プロは,どこの地域のFAでもその委員会メン
バーとなってはならず, FAのいかなる会合でも彼らのあるいはその他の
クラブを代表してはならない｡プロは, FA委員会の特別の許可なしに
は, 1シーズンに一つ以上のクラブでプレーすることは許されない｡ルー
ルの違反は,出場停止によって罰せられる26)｡
こうした,プレーヤーの｢輸入｣や｢借り入れ｣をコントロールしつつ,
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プロの存在を認めて, FA内に取り込んで統括し,他方で執行部からはプ
ロを排除する｢穏健派｣の路線は, FAの事務局長オールコックに由来す
る,とされている｡彼は,一方では｢フットボールを金のためではなく楽
しみでやる｣のであり, ｢プロあるいは労働者と一緒にはプレーしない｣
とする｢極端派｣の主張を退けた｡われわれは,この｢極端派｣について
は,アマチュア陸上競技クラブthe Amateur Athletic Clubの,アマチュ
アについて1867年の規定で明確に｢職人･熟練労働者･不熟練労働者｣を
排除し,さらに翌68年には｢アマチュアはジェントルマンである｣とした,
明白に身分的差別と重なり合ったプロとアマチュアの区別27)を想起しても
いいだろう｡またそうでなくとも, ｢アマチュア規約は,実際にはしばし
ば,労働者階級のプレーヤーをハイレヴェルの競技から排除する手段であ
った｣28)がほぼ妥当するラグビー同盟the Rugby Unionのことも,ここで
比較のために想起しておきたい｡他方で,プロを取り込んでコントロール
するというオールコックの路線については,彼自身サリー･カウンテ
ィー･クリケット･クラブの事務局長も兼任していたので,すでに傘下に
プロを取り入れていたクリケットでのプロの扱いをサッカーにも導入した,
とされている｡しかし,第二次大戦後にいたるまで｢ジェントルマン｣と
｢プレーヤー｣ (プロのこと)という身分的差別を明確に残し続けたクリケ
ットと比較すると,サッカーでは,プロとアマチュアの関係はかなり異な
る展開を遂げたのではないか,と考えられる｡
さて,まずプロの容認･合法化後のサッカーの展開を簡単に見ておこ
う29)｡プロフェッショナリズムによって,サッカーは当然大きな影響を受
けることとなった｡プロのプレーヤーを有し,また他の点でも様々に支出
が増大していたとくにイングランド北部の地域のクラブでは,地域の住民
の間で｢見るスポーツ｣としての需要が増大しつつあったこともあって,
単にFAカップを始めとするトーナメント方式のカップ戦や親善試合だけ
でなく,シーズン全体を通じての規則的なゲーム･システムの枠組みを求
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める機運が高まっていた｡これに応えるべく, 1888年3月にバーミンガム
FAの指導的人物であったアストン･ヴィラのマグレガ-william McGre-
gorが主要なクラブに回状を出して,ホーム･アンド･アウェー方式の
リーグ戦を提案した｡こうして1888年9月に,サッカー･リーグがスター
トすることとなったのである｡当初はイングランド全体を包括するリーグ
戟が構想されたのだが,リーグの創設に参加した12チームの地域は, 6が
ランカシャー, 3がスタッフオードシヤー,さらにダービーシヤー,ノッ
テインガムシヤー,ウオーウイツクシヤーが各1と,北部とミッドランド
のチームだけであった｡創設後に参加チームは順調に増加し, 1892年には
デイヴィジョン2が作られた｡しかし,第一次大戦直前の時点で,デイヴ
ィジョン1と2でそれぞれ20チームの計40チームが参加していたが,北部
とミッドランド以外からの参加は6チームだけで,デイヴィジョン1と2
のリーグ･チャンピオンも, 1915年までで北部とミッドランド以外には
1905/06年にブリストル･シティーがデイヴィジョン2のチャンピオンに
なっただけであった｡つまり,すでに見たFAカップ優勝クラブの地域と
基本的に同一の,北部の圧倒的優位が示されていたわけである｡ ｢サッ
カーを合理化し,規則を整えて改革したのは南部であって,そこからサッ
カーは北部へと拡大したのであるが,プロのサッカーは,逆の方向をたど
ったのであった｣30)｡
プロフェッショナルのプレーヤー数も増大した｡ 1891年にはサッカー･
リーグには448名の登録プレーヤーがいたが,その多数はパートタイムな
いしフルのプロフェッショナルであった｡たとえば1905年にシェフイール
ド･ユナイテッドには22名のフル･タイム･プロを含む33名のプロのプ
レーヤーがおり,これ以外は仕事を持っていて夕方にトレーニングしてい
た地域の若者であった31)｡ 1914年までには,プレーヤー組合the Players'
Unionは4,470名のプロのプレーヤーを抱えていた｡また観客数の増加に
ついては,すでに表2に見たとおりである｡それでも,結局のところはプ
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ロをしのぐ数のアマチュアが存在していたと思われる｡ 1910年には, FA
に登録していた分だけで,ほぼ300,000人のプレーヤーが12,000のクラブ
で活動していた32)｡以下では,サッカーが労働者層にも拡大･普及してい
く中でのこうしたアマチュアとプロの並存と関わって,まず,コリンシア
ンズの興味深い事例33),次にプロフェッショナルのチームとローカル･パ
トリオティズムの関係の二点に絞って検討しておこう｡
コリンシアンズは, 1882年にスポーツ･ジャーナリストでFAの事務局
にもいたジャクソンN.LJacksonが設立した｡クラブはロンドンに本拠を
置き,メンバーは50人に限定された｡入会金や会費はなかったが,選抜さ
れるのは不文律でパブリック･スクール卒業生か大学のメンバーに限定さ
れた｡彼らは試合場にはシルクハットとステッキで現れ,帝国の雰囲気を
発散させていた｡コリンシアンズは,リーグ戦･カップ戦には全く参加せ
ず,親善試合だけを行ったが,ランカシャーをはじめイングランド北部や
スコットランドにも遠征し,また世紀交頃からは前年のFAカップの優勝
クラブと試合を行っていた｡ 1884年のランカシャー遠征では, FAカップ
優勝のブラックバーン･ロウヴァ-ズを破り,また1885年には6日間にブ
ラックバーン･ロウヴァ-ズ,ブラックプール,プレストンを破り,ダー
ビー･カウンティーとは引き分け,アストン･ヴィラに敗れただけ,とい
うプロのチームを相手にすぼらしい戦績を残した｡つまり, 1880年代･90
年代には,パブリック･スクールと大学は,プロとも十分に渡り合える何
人かの優れたプレーヤーをまだ輩出していたといえる｡その中心選手の一
人で1893年～1901年の間に19回イングランド代表にも選ばれた伝説的なセ
ンターフォワードのスミスG.0.Smithは, ｢私の時代のコリンシアンズは
全く練習をしなかった｡その必要は全く感じなかった｣と述べている｡ジ
ェントルマンは栄冠を得るために汗水を流すべきではない,と考えられて
いたのである｡コリンシアンズはこのような典型的な｢ジェントルマン･
アマチュア｣のチームであったが,しかしまた,こうしたチームが労働者
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出身のプロのチームと試合をしたこと自体にも,先ほどの全面的なプロ･
労働者層の排除を目指す｢極端派｣と対比して注意しておきたい｡先に述
べたように,そもそもFAのルールの普及,そしてサッカーの労働者層へ
の拡大に当たっては,パブリック･スクール卒業生の働きかけが一定の役
割を果たしていたのである｡その意味では,サッカーの場合は当初より排
他性は限定的であった,といえよう｡
コリンシアンズのような存在があったとはいえ,世紀交頃にはアマチュ
アに対するプロのプレーヤーとしての優位性は明確になってきていた｡イ
ングランド代表チームにも,もともとアマチュアが選ばれやすかったが,
しだいにプロが選出されるようになっていた｡ 1894/95年には,アマチュ
アは一人しか選ばれなかった｡彼がキャプテンを勤めたけれども｡ ｢コリ
ンシアンズは,疑いもなく高いスキルを持っていたけれども,彼らがコン
トロールできない社会的変化によって絶滅を運命付けられた,社会的な恐
竜であった｣, ｢1880年代には彼らはサッカーの設立者たちの典型であった｡
1914年までには彼らは全く例外的,つまり平民にのっとられた世界の上品
屋となった｣,そして｢こうした変化ほどにイングランドのフットボール
内部での変化を示す事実は存在しない｣のである34)｡
次に,プロフェッショナルのチームとローカル･パトリオティズムの関
係について検討しておこう｡これは,基本的には観衆の態度と関わってく
る｡ ｢プロは,単に受身の観客を創り出したのではない｡ --イングラン
ドのサッカーは,彼らのヒーローを熱狂的に勇気付け鼓舞する大量の若者
信奉者を産み出したのである｣35)｡プロフェッショナリズムに対する反対
請では,一つにはスポーツは楽しむものであって,勝敗にこだわるべきで
はないという｢ジェントルマン･アマチュア｣のスポーツ倫理があった｡
これはプレーヤーに対して要求されるものであったと同時に,観客も敵･
味方あるいは勝敗に拘らずに,良いプレーを賞讃することを期待されてい
た｡これに対し,観衆の大半を形成するようになっていた労働者層は36),
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｢明確に党派意識が強かった｡つまり彼らは彼らの側が勝つことを望んだ｡
彼らはサポーターだったのである｣｡さらにこの点と関連して,次のよう
な批判があった｡つまり, ｢これら群集の党派的な狂乱の言い訳になるよ
うな,現実のローカルな関心は存在しない｡なぜなら,プレーヤーたちは
王国中からやってくるし,その多くは1シーズンでクラブを代えてしまう
からである｣というのである｡そして,この点は,サッカーが育ってきた
ローカルな対抗関係を掘り崩し大都市支配をもたらす,とのプロフェッシ
ョナリズム批判とも繋がっていた37)｡現実には,サッカーの普及によって
むしろローカル･パトリオティズムは強められたように思われる｡ 1895年
のあるコメントでは, ｢北部やミッドランドで二つのフットボール･チー
ムがプレーするのを見るために集まってくる群集は,良いゲームが好きで
ある｡しかし彼らが主として望んでいるのは,自分たちのチャンピオンが
勝つのを見ることで,この望みは,プレーヤーたちが,接触のある町の仲
間かあるいはもしかして個人的に知っているという事実によって,さらに
強められる｣｡チームの才能あるプレーヤーの大部分を供給している｢国
境を越えてやってくる侵入者｣であるスコットランド人ですらも, ｢すぐ
に新しい故郷に同一化し,どの点から見てもネイテイヴとなるのである｣
と,ローカル･パトリオティズムとその形成が生き生きと描き出されてい
る38)｡メイソンは,とくにランカシャーについて, 1860年代.70年代まで
に工業化に伴う急激な人口増加の時期を過ぎて,定住の度合いが比較的高
まっていた都市で,土地との一体化･帰属感情が増大していたことを指摘
している｡より広いレヴェルのランカシャーやヨークシャーではなく,そ
の土地の都市の名前をつけたフットボール･チームが,サポートを得やす
かったことは明らかだし,逆に,とくに労働者層に対して,フットボー
ル･チームはこの地域意識が浸透していくのに貢献した｡ ｢これは規則的
にゲームを観戟していた働く人々の間でだけ生じたのではなかった｡規則
的に開催されるゲーム,地方新聞の報道,観戦した人々との会話,これら
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すべてが,ボルトン出身かブラックバーン出身か,バリー出身かシェフ
イールド出身か,ノッテインガム出身かダービー出身か,というように,
どこ出身であるかという帰属意識を支えるのに役立った｣39)のである｡ ｢見
るスポーツ｣としてのサッカーが｢話題としてのスポーツ｣と相乗的に作
用して,労働者層におけるローカル･パトリオティズムの形成に与ってい
る点を見て取ることができる｡ 20世紀にはいると,都市化の進展に伴って,
｢プロのフットボールは基本的に大都市の現象となった｣｡しかしこの場合
でも, ｢本質的に,フットボール･クラブは工業都市における集団的レジ
ャーの新しい焦点を提供していた｣｡ ｢根付いていること-の欲求と興奮と
が,フットボールの群衆の行動の中でもっとも明白と思われるもの｣40)で
あった｡
この労働者の中に育ってきたローカル･パトリオティズムは,もう一つ
の異なった意味を持ちえた可能性がある｡ ｢働く人々は,ローカルなフッ
トボール･チームの活動と彼らがそのチームに抱いた愛着とによって,彼
らがコミュニティーに属しているのだと感じられるようになった｣｡しか
し｢こうしたアイデンティティーと忠誠心とは,すべての働く人々を働く
人々として引きつけえたであろう異なった種類の忠誠心の出現を,押さえ
込んでしまったかもしれない｣｡つまり, ｢フットボールは,社会主義のた
めの活動をいっそう困難にした｡少なくとも独立労働党にとってはそうで
あった｣41)｡この点,つまりサッカーの労働者層への拡大と労働者運動と
の関連については,後ほどドイツを比較考察する場合に,立ち入って考え
てみたいと思う42)｡
さて,本節の最後になったが,以上描いてきたようなサッカーの労働者
層への拡大について,その基本的な必要条件ともいうべき点について,簡
単に検討しておこう｡
その第一は,最近のレジャー研究でもしばしば言及されるように,サッ
カーをするため,あるいは見るための自由な時間の確保であった｡サッ
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カーの場合について考えてみると,一日の労働時間の短縮はそれほど意味
をもったとは思えない｡なぜなら,当初サッカーは夏季のクリケットに対
して冬季のスポーツとして普及したこともあって,労働した後にサッカー
を｢する｣ないし｢見る｣ことが重要性をもったとは思えないからである｡
伝統的に1週間のうちで労働者がスポーツを含めて娯楽に費やしていたの
は,月曜日であった｡この点については,イングランドについては｢聖月
曜日｣の慣行として考察する機会を持ったので43),ここでは1867年の記述
でなお, ｢聖月曜日崇拝者｣の中では,スポーツ愛好者がもっとも多い44),
とされていた点のみを想起しておこう｡この｢聖月曜日｣は土曜半日休日
によって置き換えられるようになっていった｡しかし,この点を一般的に
確認するのは困難なようである｡ ｢確実なことは,労働組合が世紀半ばか
ら土曜日の早い(より早い?)終業を要求の前面に出し始め,その結果
1870年代初頭には建設業労働者によって大幅に達成され, 1890年代初頭ま
でには全労働者の基準であった｡これは議会立法によってというよりも,
団体交渉によって達成された｣45)のである｡サッカーの普及との関連で興
味深いのは,メイソンが挙げている次の事例である｡ 1879年10月から1880
年3月までの時期に,バーミンガムの地方紙は全部で811の地域のフット
ボールの試合をリストしているのに対して, 1)ヴァプールの地方紙はわず
か2しか挙げていない,というのである46)｡これは,おそらく労働者への
サッカー普及の必要条件としての土曜半日休日の意義を示すものと考えて
よいであろう｡
第二の労働者層への拡大のための必要条件は, ｢する｣ためであれ｢見
る｣ためであれ,サッカーに費やすことのできるカネを労働者層が稼いで
いたかどうか,である｡まず所得については,すでに産業革命における生
活水準論争を通じて,様々な証明の困難性や一般的言明の困難性について
知られている｡しかし,少なくとも1850年以降については,一般的には生
活水準の上昇が見られた点については合意がある,としていいだろう47)｡
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他方で,サッカーでかかる費用について, ｢するスポーツ｣としては,と
くに｢ストリート･サッカー｣を考えれば,ほとんど費用はかからなかっ
たであろう｡ ｢見るスポーツ｣としては,メイソンが具体例に即して検討
した結果では, ｢このような最低限度の入場料が,極貧層を除けば,誰か
を排除できるほど高かったとは思われない｣48)というレヴェルであった｡
第三の必要条件と考えられるのは,交通手段発達である｡これは,プ
レーヤーやクラブにとっても重要であったが,基本的には｢見るスポー
ツ｣としての側面に関わってくる｡ 19世紀半ばから,イギリスの都市内部
での安価な公的輸送システムの提供がなされるようになってきたが, 1870
年代･80年代には,まだかなりの観客は試合の行われる場所まで歩いてい
った｡こうした都市内交通について,とくにサッカーの場合には,都市の
中心部からしばしば郊外に作られたスタジアムを結んだのは,トラムの路
線であった｡初期は馬が牽引し,後には電気駆動となった｡トラムは60年
代に導入され, 20世紀初までに61の地方当局がトラム路線を所有し, 89の
民間トラム路線が存在した｡ 1880年代までには,平均料金は1.5ペンスと
かなり安価となった｡メイソンが挙げているゲームの広告ポスターの事例
でも, 1884年のシェフイールドでのゲームと1884年のウオルヴァ-ハンプ
トンでのゲームで,広告ポスターの中で交通手段としてトラムが明示され
ている｡トラムは,このようにサッカーを｢見る｣ためだけでなく,とく
に地域のアマチュア･チームにとっては,近隣のチームと対戦する場合に
も重要な役割を果たしていた49)｡
必要条件としての交通手段として,当然鉄道も重要である｡鉄道はチー
ムの移動にも使われたが,観客の側面で言えば,サポーターの遠距離移動
に重要であった｡とくにFAカップでは,サポーターのための安価な割引
旅行が組まれた｡これは, 1880年代に入るとすでに,ほぼ規則的なものと
なっていた｡ 1882年のFAカップ第三次予選のブラックバーン･ロウヴ
ア-ズ対ダーウェン戦では,人々をブラックバーンに連れて行くために,
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いくつかの駅に停車する特別列車がランカシャー･ヨークシャー鉄道会社
によって運行された｡ 1889年には, FAカップ決勝のために二つの特別列
車が組まれ, 1,200人のブラックバーンのサポーターをロンドンへと運ん
だ｡先述したように, 1895年以後はFAカップ決勝はロンドンのクリスタ
ル･パレス競技場で行われたが,数千人もの大衆がフットボール･シーズ
ンの終わりにロンドンへと押し寄せることが,毎年恒例の行事となったの
である50)｡
第四に指摘しておきたい必要条件は,労働者層への学校教育の普及であ
る｡イギリスでは, 1870年の教育法によって,国家が任意主義のエレメン
タリー･スクール･システムのギャップを埋めようと介入することになっ
た｡ ｢19世紀の最後の4半世紀に,イギリスでは,地域･地方による相違
が大きかったけれども,すべての児童を教育の網に引き入れるべき教育シ
ステムが展開した｣51)｡これはまず, ｢労働者の間にいっそう洗練された形
での識字率･読解力の向上をもたらし,このことがさらに,新スタイルの
全国と地方の大衆的な新聞の大衆的読者層を生み出す基礎を形作ることに
なったのである｣52)｡ 1870年代から, ｢サッカー･ジャーナリズム｣が様々
に展開していくこととなった｡第一次世界大戦前に｢指導的なフットボー
ル･ウイークリー｣であった『アスレティツク･ニュース』誌は,最初1875
年にマンチェスターで発行された｡こうした｢サッカー･ジャーナリズ
ム｣の広範な展開によって, ｢1915年までには,いかなる新聞もプロのフ
ットボールを無視することはできなくなった｣のである53)｡このような意
味でも,学校は｢話題としてのスポーツ｣あるいは｢読むスポーツ｣とし
てのサッカーが拡大していく必要条件であった｡
では, ｢するスポーツ｣としてのサッカーにとって,学校はどのような
意味を持っただろうか｡パブリック･スクールの場合とは全く異なっ
て, 1870年教育法によって初等教育に国家が介入したとき,ゲームをする
ための何らの規定も,そして何らかの体育の規定もなされなかった｡さら
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に加えて,影響力ある政治家,教育家の間では,ゲームはエレメンタ
リー･スクールの児童には相応しくないという信念が存在したし,さらに
また,教練のほうが,教師にとってマスターしやすく,服従の習慣を教え
込み,基本的な軍事的訓練になるという理由で,好まれたのである54)｡
それでも,ボード･スクールBoardSchoolと呼ばれる学務委員会schooユ
Board管理の公立小学校の学校数･通学児童の増加とともに,次第にチー
ム･ゲームも初等教育の学校の中に浸透していった｡ほぼこれと並行して,
教員養成大学でもサッカーが導入され始めた｡これは学校教育へのサッ
カーの普及に大きな役割を果たした｡たとえばアストン･ヴィラでプレー
したジョンストンC.SJohnstoneはバーミンガムのセント･ピーターズ･
カレッジ卒業で,いくつかのバーミンガムの学校の校長となった｡アダム
スJ.Adamsは,同カレッジのチームのキャプテンで, 1883年にはバーミ
ンガムFAの会計となり,同じくバーミンガムで学校の校長となった｡1880
年代に入って,学校によるサッカー普及におけるブレーク･スルーが,
バーミンガムでなされた｡ここの学務委員会が,地域から寄付を受けて1880
/81年のシーズンに16の学校でフットボール･クラブを作ったのである｡
1883/84年には学務委員会が対抗戦を組織し,これには6チームが参加し
た｡ 1884/5年にはバーミンガムFAがトロフィーを提供して,バーミン
ガムの仝エレメンタリー･スクールが参加する対抗戦が組織された｡ 1890
年代に入るまでには,バーミンガム南部でエレメンタリー･スクールの
リーグ戦が組織されるようになっていた｡また同様にプレストンでは,
ノース･エンドのクラブ委員会が1884/85年に,トロフィーを提供してス
クール間対抗戦を組織していた｡以上のように, 1890年代には多くの都市
において,学校児童の間に｢組織されたフットボール｣が広がり始める｡
1904年にはイングランド学校FAが創設され,これには21の町が加盟し,
そのうち6の町がランカシャーからであった｡以上は,基本的に｢草の根
の活動｣であって,これに対して文部省は,エレメンタリー･スクールで
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の｢組織されたフットボール｣を公的に認めるのを席捲していた｡ ｢ゲー
ムがスウェーデン式教練や体操に代わりうるふさわしいもの｣と捉えられ
るようになったのは, 1900年になってからであった55)0
さらに加えて,エレメンタリー･スクールのサッカーをするための装備
は貧しいものであった｡とくにプレーする場所が大幅に不足していた｡ブ
レーク･スルーを成し遂げたバーミンガムでも,オープン･スペースは
1886年に10カ所で合計222エーカー, 1913年には63カ所のオープン･ス
ペースで合計1,298エーカーであった56)｡先の学校数と対比されたい｡こ
の点と関連して,サッカーの｢草の根のレヴェル｣では,とくに少年たち
の｢組織されていないフットボール｣である｢ストリート･サッカー｣の
意義が大きかったと思われる｡以下,やや長くなるがメイソンから, 1884
年プレストンの地方紙に載った,この点に関わる興味深い投書を再引用し
ておきたい57)｡
｢公の新聞というメディアで,急速に広まっているフットボールの形
をとった迷惑行為に警察署長様のご注意を喚起させていただきたく思い
ます｡ほとんどどんな通りでも,果樹園からロードストリートへの交差
点にあるような空き地でも,一群の少年たちやあるいは若者でさえも,
ボールの形をしたものなら何でも蹴っ飛ばしているのが毎日のように見
られます｡彼らは,通行人を顧慮しておらず,とくに登下校時の様々な
学校の小さな児童たちにとっては危険です｡この迷惑行為はこれで終わ
るわけではありません｡日曜日には,公園ならば数多くの若者の群れが
やってきて,彼らのすぼらしいゲームに耽りながら競い合ってみだらな
言葉を使っているように思えます｡ --･もしも警察が公道や公園でフッ
トボールをするのをすべて取り締まったとしても,行き過ぎということ
にはならないでしょう｡適切な場所でならば,フットボールという健全
なレクリエーションを私は決して止めさせたくはないのです｡しかし,
通りで行われるならば,すでに申し上げたように,公に対する迷惑行為
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となるのです｣｡
同様に, 1911年にバーミンガムで少年審判所に非起訴犯罪で訴えられた
605人の子供たちのうち,最大数の132人は,通りでフットボールをしてい
たという答で訴えられていた58)｡以上は｢ストリート･サッカー｣が全面
的に禁止されていた,ということを証明するものではない｡むしろ逆に,
｢ストリート･サッカー｣の広範な普及振りを示すものと解釈すべきであ
ろう｡この点は以前のラフな｢民衆フットボール｣に類似しているようで
あるが,これと比較すれば｢ストリート･サッカー｣は,ガラスを破る程
度のことは考えられるが,現実にそれほど危険ではなかったし,危険視さ
れたとも思われない｡人口史的に考えてみると,そもそもヴィクトリア期
のイギリスは出生率が高く, 14歳以下の人口の割合がほぼ3分の1という
若い社会であった｡ ｢彼らは混みあって窮屈な家庭を飛び出し,道路や歩
道を騒がしい遊びで自分の領土としたのである｣59)｡
こうした｢ストリート･サッカー｣やさらに公園での｢みんなに開かれ
たサッカー｣は,さらに多数のアマチュアのクラブやプレーヤーの存在と
つながるし,また彼らは,当然サッカーの観客の大多数を形成したであろ
う｡ホルトは,こうした｢見るサッカー｣と｢するサッカー｣の相互作用
について, ｢多くのプロのフットボールを観戦したものの多くは,自分自
身ゲームをやっていたに違いない｣として,エドワード期のイングランド
で30万人と40万人の間を動いていた週毎の観客総数を,ほぼ登録アマチュ
ア･プレーヤー数にあたると考えている60)｡フットボールは,これまで見
てきたように,わずかの期間のうちに, ｢実質的に一握りの少数のジェン
トルマンによる独占｣から, ｢国中の幾千もの働く人々によって再び受け
入れられた｣のであった｡ ｢世紀が代わるはるか前に,フットボールはま
さに産業労働者階級のスポーツとなった｡これは,大規模な一つの社会変
化であった｣61)｡
次章以降でドイツとの比較を行うにあたって,結論的に確認しておきた
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いのは,近代サッカーは,その他の多くの近代スポーツも同様なのだが,
｢ジェントルマン･アマチュア｣を起源としている｡しかし,ここまでみ
てきたように,その労働者層-の拡大は,単にいわゆる｢ディフュージョ
ン･セオリーdimlSionTheory｣では捉えられない,つまり, ｢単純な下方
への社会的拡散モデル｣は妥当しないのである62)｡その意味で,本稿では,
｢民衆フットボール｣の伝統も重視したつもりであるし,また,必要条件
ではあるが,労働者層の側の条件の変化にも主たる考察の目を向けたつも
りである｡もちろん,これは,次章以降のドイツとの比較を侯って,本格
的に主張できることとなろう｡
1) walvin, op.cit., p.78.そして優勝時のトッテナム･ホットスパーズのメンバー
は, 3人が北部出身, 5人がスコットランド人, 2人がウェールズ人, 1人がア
イルランド人であったo Baker, William J., "The Making of a Working-Class Football
CultureinVictorian England", in : Journal of Social History, vol.13, Winter 1979,
p.244.
2 ) Mason, op.cit., pp.3卜32.
3) Ibid"p.138.
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